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本日の発表内容 

1 

海外新工場の取組状況 1 

海外新工場の損益状況 3 

海外新工場の生産状況 2 



黒字化実現のために 

 生産・販売体制のマッチング 

 生産部門と販売部門との製販会議による市場動向の把握。 

 利益体質のさらなる強化 

 各商品・工程毎の統一した収支計算方法で損益管理・分析。 

 市場動向に基づいた増産体制の推進。 

 歩留り・稼働率の監視と改善による利益体質の構築。 

海外新工場の取組状況 
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海外新工場の生産状況 
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 NIC(インド) 

 2015年度に導入した自動化設備の能力を最大限生かし生産数拡大を図る。 

 あわせて、更なる利益拡大のため、新たな設備導入の検討。 

 生産数の増減 

主要製品 生産開始 2015年度対前年

ダイアライザ 2013年1月 123%

シリンジ 2012年12月 105%

血液回路 2013年1月 129%



海外新工場の生産状況 
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 NIJ(インドネシア) 

 電子線滅菌の開始ができ、ガス滅菌からの切替えを進め、市場拡大を図る。 

 2015年度に引き続き、増産設備の導入・インスリンシリンジ等の品種追加により生産

数を拡大し、さらなる利益改善を図る。 

 生産数の増減 

主要製品 生産開始 2015年度対前年

シリンジ 2013年5月 197%

血液回路 2012年12月 177%

AVF 2013年6月 91%

IVキャス 2013年10月 194%



海外新工場の生産状況 
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 NJMI(バングラデシュ) 

 受注好調のタイ工場からの製品移管進め生産数拡大を図る。 

 生産数の増減 

 NMH(中国・合肥) 

 中国国内登録を完了させ、さらなる受注数、生産数拡大を図る。 

 生産数の増減 

主要製品 生産開始 2015年度対前年

血液回路 2012年12月 100%

主要製品 生産開始 2015年度対前年

ダイアライザ 2014年5月 399%



海外新工場の損益の推移 
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*NICは2015年3月まで販売部門の損益を含む 
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